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GA807 

第二級陸上無線技術士「無線工学 A」試験問題 
 

25 問  2 時間 30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A－1 次の記述は、デジタル通信の変調方式である PSK 及び QAM の一般的な特徴等について述べたものである。    内に入れるべ

き字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、信号空間ダイアグラムとは、信号点配置図である。 

 

(1) 8PSK 波の信号空間ダイアグラムでは、8個の信号点配置となる。変調信号に対して搬

送波の位相が  A 〔rad〕の間隔で割り当てられ、シンボル当たり 3ビットの情報を送

ることができる。 

(2) 64QAM 波の信号空間ダイアグラムでは、64個の信号点配置となる。よって、シンボル

当たり  B  ビットの情報を送ることができる。 

(3) PSK は搬送波の位相に、QAMは搬送波の位相だけでなく振幅にも情報を乗せる変調方式

である。両変調方式共に、多値化するに従って、隣り合う信号点間距離が狭くなるので原

理的に伝送路等におけるノイズやひずみによるシンボル誤りが起こり  C  なる。 

 

A－2 図は、周波数ホッピング(FH)を用いたスペクトル拡散通信方式の原理的な構成例を示したものである。    内に入れるべき

字句の正しい組合せを下の番号から選べ。なお、同じ記号の     内には、同じ字句が入るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     A                       B                   C 

1 位相変調器              拡散復調部          ガウス雑音発生部 

2 位相変調器              拡散符号発生部      ガウス雑音発生部 

3 位相変調器              拡散符号発生部      拡散符号発生部 

4 周波数シンセサイザ      拡散復調部          拡散符号発生部 

5 周波数シンセサイザ      拡散復調部          ガウス雑音発生部 

 

情報 
周波数変換 

送信側 

情報 

受信側 

周波数変換 

情 報 
変調部 

拡 散 
変調部 

電 力 
増幅部 

拡散符号 
発 生 部 

 A  

高周波 
増幅部 

符 号 
同期部 

 C   A  

 B  
情 報 
復調部 

A－3 次の記述は、送信機の電力増幅段などで生じることのある相互変調積について述べたものである。    内に入れるべき字句

の正しい組合せを下の番号から選べ。 

 

(1)  送信機における相互変調積は、例えば、自局が f1〔Hz〕の電波を送信しているとき、f1 に比較的近い f2〔Hz〕の周波数を使

用する他局の電波が自局の送信機に入ると、自局の送信機の電力増幅段などの非直線性により f1 に近接した周波数成分がつ

くられ、f1 の電波とともに発射されることである。相互変調積は、非直線回路に 2 つ以上の周波数成分を加えたとき生じる

周波数成分のことであり、一般に、非直線動作を行う回路の入力 x に対する出力 y の関係は、a1、a2、a3、･･･をそれぞれ定

数とし、次式で表される。 

y ＝  A  

(2) x が近接した二つの周波数成分 f1 〔Hz〕及び f2 〔Hz〕から成るとき、(1)に示す式の  B  の項に表れる周波数成分は、

f1、f2、3 f1、3 f2、2 f1 ± f2、2 f2 ± f1〔Hz〕であり、これらの成分のうち、 C  は、f1 と近接していることが多く、送

信機から発射される。この対策としては、他局の電波が入り込まないようにアンテナ相互間の結合を弱くしたりフィルタを

挿入する等の方法がある。 

 

A                       B       C 

1 a1x ＋ a2x2 ＋ a3x3 ＋ ･･･     2 次     2 f1 － f2 及び 2 f2 － f1 波 

2 a1x ＋ a2x2 ＋ a3x3 ＋ ･･･     3 次     2 f1 － f2 及び 2 f2 － f1 波 

3 a1x ＋ a2x2 ＋ a3x3 ＋ ･･･     3 次     2 f1 ＋ f2 及び 2 f2 ＋ f1 波 

4 a1x ＋ a2x3 ＋ a3x5 ＋ ･･･     5 次     2 f1 － f2 及び 2 f2 ＋ f1 波 

5 a1x ＋ a2x3 ＋ a3x5 ＋ ･･･     1 次     2 f1 ＋ f2 及び 2 f2 － f1 波 

 

A    B   C 

1 π/2     4     やすく 

2 π/2     4     難く 

3 π/4     6     やすく 

4 π/4     6     難く 

5 π/4     4     やすく 
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A－4 AM(A3E)送信機において、搬送波を単一正弦波で振幅変調したとき、送信機出力の被変調波の平均電力が 124〔W〕、変調度は

50〔%〕であった。無変調のときの搬送波電力の値として、最も近いものを下の番号から選べ。 

 
1 55〔W〕     2 62〔W〕     3 99〔W〕     4 110〔W〕     5 120〔W〕  

A－5 スーパへテロダイン受信機の受信周波数が 8,400〔kHz〕のときの影像周波数の値として、正しいものを下の番号から選べ。 

ただし、中間周波数は 455〔kHz〕とし、局部発振器の発振周波数は、受信周波数より低いものとする。 

 

1 9,310〔kHz〕     2 8,855〔kHz〕     3 8,400〔kHz〕     4 7,945〔kHz〕     5 7,490〔kHz〕      

 

A－6 次の記述は、FM(F3E)受信機のスケルチ回路として用いられているノイズスケルチ方式及びキャリアスケルチ方式の一般的な

特徴について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。 

 

1 ノイズスケルチ方式は、スケルチが働きはじめる動作点を弱電界に設定できるため、スケルチ動作点を通話可能限界点に

ほぼ一致させることができる。 

2 ノイズスケルチ方式は、周波数弁別器出力の音声帯域内の音声を整流して得た電圧を制御信号として使用する。 

3 ノイズスケルチ方式は、音声信号の過変調による誤動作が生じやすい。 

4 キャリアスケルチ方式は、都市雑音などの影響により、スケルチ動作点を適正なレベルに維持することが難しい。 

5 キャリアスケルチ方式は、強電界におけるスケルチに適しており、音声信号による誤動作が少ない。 

 

A－7 次の記述は、図に示す BPSK 信号の復調回路の構成例について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せ

を下の番号から選べ。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) この復調回路は、 A  検波方式を用いている。 

(2) 位相検波回路で入力の BPSK 信号と搬送波再生回路で再生した搬送波

との  B  を行い、低域フィルタ(LPF)、識別再生回路及びクロック

再生回路によってデジタル信号を復調する。 

(3) 搬送波再生回路は、周波数 2逓倍回路、帯域フィルタ(BPF)、位相同

期ループ(PLL)及び 1/2 分周回路で構成されており、入力の BPSK 信号

の位相がデジタル信号に応じて π〔rad〕変化したとき、搬送波再生回

路の帯域フィルタ(BPF)の出力の位相は  C  。 

 

A        B        C 

1 同期     乗算     変わらない 

2 同期     加算     π〔rad〕変化する 

3 同期     乗算     π〔rad〕変化する 

4 遅延     加算     変わらない 

5 遅延     乗算     π〔rad〕変化する 

 

位 相 
検波回路 

低域ﾌｨﾙﾀ 
(LPF) 

識別再生 
回 路 

クロック 
再生回路 

周波数 2
逓倍回路 

帯域ﾌｨﾙﾀ 
(BPF) 

PLL 
1/2 分周
回 路 

搬送波再生回路 

入力 
BPSK 信号 

復調出力 

A－8  雑音指数が 6〔dB〕で有能利得が 14〔dB〕の高周波増幅器の入力端における雑音の有能電力（熱雑音電力）が -118〔dBm〕で

あるとき、出力端における雑音の有能電力の値として、正しいものを下の番号から選べ。 

 

1 -26〔dBm〕     2 -98〔dBm〕     3 -100〔dBm〕     4 -110〔dBm〕     5 -138〔dBm〕 

 

A－9 電源の負荷電流と出力電圧の関係がグラフのように表されるとき、この電源の電圧変動率の値として、最も近いものを下の番

号から選べ。ただし、定格電流を 4〔A〕とする。 

 

1 9.5〔%〕 

2 10.0〔%〕 

3 11.1〔%〕 

4 95.0〔%〕 

5 111.1〔%〕 

 
0   1   2   3   4   5   6  

出
力
電
圧  

〔V〕

負荷電流〔A〕 

24 
22 
20 
18 
16 
14 
12 
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A－12 次の記述は、ASR(空港監視レーダー)について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から

選べ。 

 

(1) ASR は、航空機の位置を探知し、SSR(航空用二次監視レーダー)を併用して

得た航空機の  A  情報を用いることにより、航空機の位置を  B   的に

把握することが可能である。 

(2) 移動する航空機の反射波の位相が  C  によって変化することを利用し

て山岳、地面及び建物などの固定物標からの反射波の影響を除去し、移動目

標の像をレーダーの指示器に明瞭に表示することができる MTI(移動目標指示

装置)を用いている。  

 

A        B          C 

1 高度     三次元     ドプラ効果 

2 高度     三次元     ファラデー効果 

3 方位     二次元     ドプラ効果 

4 方位     二次元     ファラデー効果 

5 方位     三次元     ドプラ効果 

 

A－13 FM 受信機において、入力端における搬送波電力対雑音電力比(C/N )を 40〔dB〕とするために必要な受信機入力信号電力の値

として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、雑音は、受信機の内部雑音のみとし、受信機の雑音指数を 6〔dB〕、等価雑音

帯域幅を 4〔MHz〕とする。また、ボルツマン定数 k を 1.38×10-23〔J/K〕、周囲温度 T を 290〔K〕として 1〔W/Hz〕を 0〔dBW/Hz〕

としたときの k T の値を k T ＝ －204〔dBW/Hz〕とし、log102 ＝ 0.3 とする。 

 

1 －104〔dBW〕     2 －100〔dBW〕     3 －98〔dBW〕     4 －92〔dBW〕     5 －86〔dBW〕 

 

A－14 衛星通信回線の総合の搬送波電力対雑音電力比の値(真数)を表す式として、正しいものを下の番号から選べ。ただし、雑音

は、アップリンク熱雑音電力、ダウンリンク熱雑音電力、システム間干渉雑音電力及びシステム内干渉雑音電力のみとし、搬

送波電力と各雑音電力との比をそれぞれ C /N1、C /N2、C /N3 及び C /N4 とする。 
 

1 □C /N1＋C /N2＋C /N3＋C /N4□  /4 
2  C /N1＋C /N2＋C /N3＋C /N4 
3 

1

C /N1 ＋
1

C /N2 ＋
1

C /N3 ＋
1

C /N4 
4 1/ □ 1C /N1＋

1C /N2＋
1C /N3＋

1C /N4□ 
5 4/ □ 1C /N1＋

1C /N2＋
1C /N3＋

1C /N4□ 
 

A－15 伝送速度 20〔Mbps〕のデジタル回線のビット誤り率を測定した結果、ビット誤り率が 1×10
-8

であった。この値は、ビット

誤り率の測定を開始してから終了するまでの測定時間内において、平均的に t〔s〕毎に 1〔bit〕の誤りが生じていることと等

価である。このときの t の値として、最も近いものを下の番号から選べ。ただし、測定時間は、t〔s〕より十分に長いものとす

る。 

 

1 5〔s〕     2 6〔s〕     3 8〔s〕     4 10〔s〕     5 15〔s〕  

A－11 パルスレーダーにおいて、送信パルスの尖頭電力が 10〔kW〕のときの平均電力の値として、正しいものを下の番号から選べ。

ただし、パルスは理想的な矩形波とし、パルスの繰り返し周波数を 750〔Hz〕、パルス幅を 0.8〔μs〕とする。 

 

1 600〔W〕     2 300〔W〕     3 60〔W〕     4 30〔W〕     5 6〔W〕  

A－10 次の記述は、鉛蓄電池の充電について述べたものである。このうち誤っているものを下の番号から選べ。 

 

1 一般によく用いられる定電流・定電圧充電は、充電の初期及び中期には定電流で充電し、終期には定電圧で充電する。 

2 電池の電極の負担を軽くするには、充電の初期に大きな電流が流れ過ぎないようにする。 

3 定電圧充電は、電池にかける電圧を充電終止電圧に設定し、これを一定に保って充電する。 

4 定電流充電は、常に一定の電流で充電する。 

5 定電圧充電では、充電する電流の大きさは、充電の終期に近づくほど大きくなる。 
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A－16 次の記述は、ブロック符号を例にして、誤り訂正符号の生成及び誤り検出・訂正の原理について述べたものである。 

      内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。なお、同じ記号の     内には、同じ字句が入るものとす

る。 

 

(1)  送信側では、受信側へ送信する情報データに対して検査ビットを計算し、

その計算した検査ビットを情報ビットに付加して符号語を生成する。例え

ば、生成した符号語 S1 と S2 を受信側へ伝送したとき、その伝送路上でさま

ざまなノイズの影響を受け、S1 の d 個のビットが反転して S1 と S2 が同じも

のとなった場合は、受信側では誤って S1 を S2 と判断してしまう。 

この場合の送信側の S1 と S2 間のハミング距離は、  A   である。 

(2)  図は、ハミング距離の空間について、S1 と S2 のビットがそれぞれ t 個反

転したときの範囲を円で示している。S1 と S2 のハミング距離の最小距離を

dmin とすると、一般に、dmin ≧   B   であれば、図に示すようにハミン

グ距離の空間内で、S1 と S2 を中心とする半径 t の円は互いに交わったり接

したりすることがない。 

(3)  一般に、ブロック符号では、送信側の S1 と S2 間のハミング距離を必ず 

  B   以上になるように工夫して検査ビットを計算して情報ビットに付加

し送信する。受信側では、任意の符号語間のハミング距離が   B   以上

とわかっているから   C   個以下の誤りを訂正できる。 

dmin t t 

S1 S2 

A       B         C 

1 2 d      2 t －1      t 
2 2 d      2 t ＋1      2 t  
3 d       2 t －1      2 t 
4 d       2 t －1      t 
5 d       2 t ＋1      t 
 

A－17 次の記述は、図に示す計数形周波数計(カウンタ)の原理的構成例について述べたものである。    内に入れるべき字句の正

しい組合せを下の番号から選べ。なお、同じ記号の     内には、同じ字句が入るものとする。 

 

(1) 入力信号を増幅し、波形整形回路で方形波に整形した後、その立ち上がり又は立ち下がりをパルス変換回路で検出して

パルス列に変換する。ゲート時間 T〔s〕の間に  A  を通過したパルスの数 N を計数回路で計数すると、周波数 f は、

 B 〔Hz〕で表されるので、これを表示回路で演算し、表示器に表示する。 

(2) ±1カウント誤差は、パルス列及びゲート信号の位相が同期して  C  ことによって生じる。 

 

A               B         C 

1 ゲート回路      N ／  T     いる 

2 ゲート回路      N ／  T     いない 

3 ゲート回路      N×T     いない 

4 トリガ回路      N×T     いる 

5 トリガ回路      N ／  T     いない 

増 幅
回 路 

基準発振
回 路 

N  入力信号 

f   

T  ゲート信号  

A－18 次の記述は、図に示すデジタルマルチメータの構成例について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せ

を下の番号から選べ。 

 

(1) 入力変換部は、入力のアナログ信号を  A  に変換し、A-D変換器に出力する。 

(2) A-D変換器における入力量と基準量との比較方式には、間接比較及び直接比較方式がある。間接比較方式は、入力量を 

 B  してその波形の傾斜を利用する方式であり、低速であるが高精度の変換が可能である。また、直接比較方式は、入力

量と基準量とを  C  で直接比較する方式であり、高速の変換が可能である。 

 

A            B        C 

1 直流電圧     微分     コンパレータ 

2 直流電圧     微分     ミクサ 

3 直流電圧     積分     コンパレータ 

4 交流電圧     微分     コンパレータ 

5 交流電圧     積分     ミクサ 

 

A-D 
変換器 

処理・変換 
・表示部 

入 力 
変換部 

アナログ信号 

波形整形
回 路 

パルス 
変換回路 

分 周 
回 路 

ゲート 
制御回路 

計 数
回 路 

 A  
表 示
回 路 

表示器 
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A－19 次の記述は、法令等による不要発射の強度の許容値が適用されるSSB(J3E)送信設備の不要発射の強度の測定値と下の表に示す

許容値との関係について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、測定方法

等は法令等の規定に基づくものとし、表の「スプリアス領域における不要発射の強度の許容値」の基本周波数の尖頭電力の値は、

100〔W〕とする。 

 

(1) 「スプリアス領域」で不要発射の強度が 10〔μW〕の不要発射を測定した。この場合、当該不要発射の強度の値は、許容

値   A   。 

(2)  また、「帯域外領域」で許容値の異なる「割当周波数からの周波数間隔」ごとに不要発射を探索して測定した結果、割当

周波数から 4.3〔kHz〕離れた周波数において、最大値(許容値に対して最もマージンの少ない値)の不要発射を測定した。

この不要発射は、基本周波数の尖頭電力より 35〔dB〕低い値であった。この場合、当該不要発射の強度の値は、「割当周波

数からの周波数間隔   B   」の許容値   C   。 

 

A                  B                              C 

1 の範囲内である     1.5〔kHz〕超え4.5〔kHz〕以下     の範囲内である 

2 の範囲内である     1.5〔kHz〕超え4.5〔kHz〕以下     を超えている 

3 の範囲内である     4.5〔kHz〕超え7.5〔kHz〕以下     を超えている 

4 を超えている      1.5〔kHz〕超え4.5〔kHz〕以下     の範囲内である 

5 を超えている      4.5〔kHz〕超え7.5〔kHz〕以下     を超えている 

A－20 次の記述は、図に示す受信機の 2信号選択度特性の測定に用いられる整合回路の整合条件について述べたものである。 

    内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、標準信号発生器 1及び標準信号発生器 2の内部抵抗

は、いずれも □□〔Ω〕、供試受信機の入力インピーダンスは □□□〔Ω〕とする。 

 
整合したとき、標準信号発生器 1及び標準信号発生器 2から整合回路側を見たインピーダンスは、それぞれの内部抵抗 

□□〔Ω〕に等しく、また、供試受信機から整合回路側を見たインピーダンスは、□□□〔Ω〕に等しいので、次式が成り立つ。 

□□ =  A ＋ 
(□□□□□)(□□□□□□)
□□□□□□□□□□□□    ・・・・・ ①              □□□ = □□＋ 

□□□□□□   ・・・・・ ②  

式①及び②を解くことにより、□□ 及び □□ の値を求めることができる。 

       □□ 、□□□ がそれぞれ 50〔Ω〕、75〔Ω〕のとき、□□ の値は 10〔Ω〕、□□ の値は、  B  〔Ω〕である。 

 
 

A       B 

1 □□     10 
2 □□     25 
3 □□     45 
4 □□     10 
5 □□     45 
 

□□ 、□□：抵抗〔Ω〕

供 試 
受信機 

～  

標準信号発生器 1  整合回路  

～ 

標準信号発生器 2  □□  
□□  

□□  
□□  

□□  □□□  

B－1 次の記述は、スーパヘテロダイン受信機において生じることがある混信妨害及びその対策について述べたものである。 

    内に入れるべき字句を下の番号から選べ。 

 

(1) 近接周波数による混信妨害は、妨害波の周波数が  ア  に近接しているとき生じるので、通常、 イ  の選択度を向上

させるなどにより軽減する。 

(2) 影像周波数による混信妨害は、妨害波の周波数が受信周波数から中間周波数の  ウ  倍の周波数だけ離れた周波数にな

るときに生じるので、高周波増幅器の  エ  させるなどにより軽減する。 

(3) 相互変調及び混変調による混信妨害は、高周波増幅器などが入出力特性の非直線範囲で動作するときに生じるので、受信

機の入力レベルを  オ  などにより軽減する。 

 

1 受信周波数         2 中間周波増幅器     3 2     4 増幅度を増加      5 下げる 

6 局部発振周波数     7 高周波増幅器       8 3     9 選択度を向上     10 上げる 

スプリアス領域における不要発射の強度の許容値 

基本周波数の尖頭電力より 43〔dB〕低い値 

 

割当周波数から
の周波数間隔 

帯域外領域における不要発射
の強度の許容値 

1.5〔kHz〕超え
4.5〔kHz〕以下 

基本周波数の尖頭電力より
31〔dB〕低い値 

4.5〔kHz〕超え
7.5〔kHz〕以下 

基本周波数の尖頭電力より
38〔dB〕低い値 

7.5〔kHz〕超え
るもの 

50〔mW〕以下であり、かつ、
基本周波数の尖頭電力より
43〔dB〕低い値 
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B－3 次の記述は、図に示すデジタル無線通信に用いられるトランスバーサル自動等化器の原理的構成例等について述べたものであ

る。    内に入れるべき字句を下の番号から選べ。 

 

(1) 周波数選択性フェージングなどによる伝送特性の劣化は、波形ひずみとなって現れるため、  ア  が大きくなる原因とな

る。トランスバーサル自動等化器は、波形を補償する   イ   の一つである。 

(2)  図に示すように、トランスバーサル自動等化器は、  ウ   ずつパルス列を遅らせ、それぞれのパルスに重み係数(タップ

係数)を乗じ、重み付けをして合成することにより、理論的に周波数選択性フェージングなどより生じた符号間干渉を打ち消

すことができる。 

(3) 重み付けの方法は、図に示すように合成器の出力を識別器に入れ、識別時点における必要とする信号レベルとの誤差を検

出し、この誤差が前後のどのパルスから生じたのかを、ビットと乗算して   エ   を検出し判定する。これにより、符号間

干渉を与えているパルスに対するタップ係数を制御して誤差を打ち消す。 

(4)  QAM など直交した搬送波間の干渉に対処するには、図に示す構成例による回路等を   オ   して構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 信号対干渉雑音比(S/I)     2 周波数領域自動等化器     3 1 ビット       4 相関成分       5 3 次元化  

6 符号誤り率                7 時間領域自動等化器       8 1/2 ビット     9 直交成分      10 2 次元化 

 

 

 

合成器 

タップ係数 

乗算器 乗算器 乗算器 

誤差 

入力
信号

識別器 
出力 
信号 

遅延回路 

重み付け
制御回路 

遅延回路 

B－2 次の記述は、図に示すデジタル処理型中波 AM(A3E)送信機に用いられている電力増幅器の基本回路構成例についてその動作原

理を述べたものである。    内に入れるべき字句を下の番号から選べ。ただし、回路は無損失とし、負荷は純抵抗とする。

また、負荷に加わる電圧波形は矩形波とし、その矩形波の実効値と最大値は等しいものとする。 

 

(1) 電力増幅器には、オン抵抗の   ア   MOS 型電界効果トランジスタ(MOSFET)を使用し、  イ   を向上させている。 

(2) FET1～FET4 は、搬送波を波形整形した矩形波の

励振入力 φ1 及び φ2 によって励振されて導通(ON)

あるいは非導通(OFF)になる。FET1 及び FET4 が OFF

で、かつ FET2 及び FET3 が ON のとき、負荷に流れ

る電流 I の向きは、  ウ   である。 

また、FET1 及び FET4 が ON で、かつ FET2 及び

FET3 が OFF のとき、電流の向きはその逆になる。

この動作を繰り返すと、負荷には周波数が励振入力

の周波数と   エ   高周波電流が流れる。 

(3) 直流電源電圧 E が 100〔V〕、負荷のインピーダン

スの大きさが 20〔Ω〕のとき、負荷に供給される

高周波電力は、  オ  〔W〕である。 

 

 

1 小さい     2 電力効率       3 ②     4 異なる      5 2,000 

6 大きい     7 周波数特性     8 ①     9 等しい     10  500 

 

負荷: 
20〔Ω〕

フルブリッジ型 SEPP(Single Ended Push-Pull)回路の電力増幅器 

FET2  

FET1  

I  
FET3  

FET4  

②  

①  

φ2  

φ2  

φ1  

φ1  

E : 100〔V〕  

時間  

振幅  

時間  

振幅  

時間  

振幅  

時間  

振幅  

I  



 

(GA807-7) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B－4 次の記述は、対地高度計として航空機に搭載されている FM-CW レーダーの原理について述べたものである。    内に入れる

べき字句を下の番号から選べ。 

 

(1) 図に示す三角波で周波数変調された電波を真下の地面又は海面に送信波として発射し、その反射波である受信波と送信波

の周波数差 Δf〔Hz〕から地面又は海面までの距離を測定するものである。三角波の周期を T〔s〕、送信波の周波数偏移幅を 

ΔF〔Hz〕とすれば、送信周波数の時間当たりの変化率は、 ア  で表される。 

(2) Δf は、(1)で表される変化率と送信された電波が受信されるまでの時間 ΔT を用いて  イ  で表される。 

(3)  地面又は海面までの距離を h〔m〕、電波の伝搬速度を c〔m/s〕とすれば、ΔT は、 ウ  で表される。 

(4) (2)で表される Δf に、(3)で表される ΔT を代入すると Δf は、 エ  で表される。 

(5)  よって、対地高度である地面又は海面までの距離 h は、(4)から  オ  として求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 ΔF /T〔Hz/s〕     2 (2ΔF /T ) ΔT〔Hz〕    3 h /c〔s〕     4 2ΔF h /(c T )〔Hz〕     5 c T Δf /(2ΔF)〔m〕 

6 2ΔF /T〔Hz/s〕    7 (ΔF /T )ΔT〔Hz〕     8 2h /c〔s〕    9 4ΔF h /(c T )〔Hz〕    10 c T Δf /(4ΔF)〔m〕 

 

B－5 次の記述は、デジタル方式のオシロスコープの一般的な特徴について述べたものである。このうち正しいものを 1、誤っている

ものを 2 として解答せよ。 

 

ア アナログ方式による観測に比べ、観測データの解析や処理が容易に行える。 

イ 入力波形を A/D 変換によりデジタル信号にしてメモリに順次記録し、そのデータは観測波形としてディスプレイに表示さ

れる。 

ウ 標本化定理によれば、直接観測することが可能な周波数の上限はサンプリング周波数の 2倍までである。 

エ 単発性のパルスなど周期性のない波形に対しては、等価時間サンプリングを用いて観測できる。 

オ 単発現象でも、メモリに記録した波形情報を読み出すことによって静止波形として観測できる。 

 

 

周波数〔Hz〕

時間〔s〕 Δf 

ΔT ：送信波 
：受信波(反射波) 

ΔF 

T/2 T/2 
T 


